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（1）  cïbusï  jami:[L,   aNna.
   膝    痛んでいる   母
   膝（が）痛んでいる？お母さん。
b．補語となり，動作の直接的な対象をあらわす。対格的な ju格との名詞の種類などによる差は
見られない。
（2）  aN=ja  kïnu: piNdazïru fu:taL.
   私=は  昨日  山羊汁   食った
   私は昨日山羊汁（を）食べた。
c．移動をあらわす動詞述語の補語となり，経由するトコロや到達するトコロなどをあらわす。
（3）  nama=kara,  kada:=nu    micї, aikaqziba,
   今=から    遠いさま=の   道   歩くから
   今から遠い道（を）歩くから，
（4）  iM=nu  pata=M:na  idi:,
   海=の  端=など    出て
   海の端辺り（へ）出て，
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d．場所名詞に後接し，動作や状態の成り立つトコロをあらわす状況語となる。
（5）  e:.   uL=game:,   mijakobjo:iN  kaNgofu:  si:L=sja:mi:.
   間投   それ=までは   宮古病院    看護婦を  している=さ
   ああ。その人なら，宮古病院（で）看護婦をしているよ。
e．動詞 sï:（する）や naL（なる）とくみあわさって，その実質的な内容を担う 3。
（6）  zju:,  be:ta:   o:sa:ra:  sju.
   間投   私たちは  お手玉  しよう
   さあ，私たちはお手玉（を）しよう。
（7）  sju:=ja,    jama=N, {中略}  tamunu sï=ga  wa:riqti:,
   主{祖父}=は  山=に      薪    し=に  いらっしゃって
   おじいさんは，山に，{中略 } 薪（を）取りに行かれて，
（8）  agai,  Mme qva:    sjiNsi:miduM  nariqti:  Mme, aNta=ga  sïma: kïN:=na:.
   間投   もう  あなたは  先生・女     なって  もう  私たち=が  島は  来ない=な






（9）  kaL=ga=du  muqtu  qfaiN   munu  kaNsji:.
   あれ=が=ぞ   全く   太らない  もの   あのように
   あの子が全然太らないよね，あのように（痩せていて）。
（10）  kuNsji    aqcja:taka:  nudu=nu=du ka:kï.
   このように   暑かったら   咽喉=が=ぞ   渇く





cf 1. agai,  bataga:sja  sï=ke:=du   munu fe:   ne:N.
 間投  腹苦しさ  する=程=ぞ  もの  食って  ない
 ああ，腹が苦しくなるまでもの（を）食べてしまった。
   2. mata, a:,   nu:=gara:=nu, karaqfï=du sju:zï:=be:M=ti    siwa=u  sïtui,
 また  間投  何=やら=の  企み=ぞ  しよう=かもしれない=と 心配=を して
 また，何やらの，たくらみ（を）するのではと心配をして，
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（11）  taro:azja=ga  usïmaku=Nke:=du,   ata:magamaN   cïkï.
   太郎兄=が   牛幕(？){牛囲い}=へ=ぞ  あっという間に   着く
   太郎兄さんの牧場へ，あっという間に着いた。
（12）  ina=nu  akacї:=ju  sji:gu=N  mamitui  ki:,
   犬=の  赤血=を   小刀=に   まみって  来て
   犬の血を小刀に塗ってきて，
またこの用法では，ga格は deicticな時間名詞，nu格はヒト代名詞相当でない数詞にも後接して
現れる。
（13）  kju:=ga   ju:=ju.
   今日=が   夜=よ
   今日の夜よ。{note. 友人が来る時間を尋ねられて}
（14）  pïtukara=nu  piNda=nu qfa=nu  kumari: kï:ba,
   1匹=の    山羊=の   子=の  入って  来ば










・  末尾音が長母音 a:，i:，ï:（，e:），o:，連母音 ai，ui（，ei），また Nの場合，[j]の脱落が生じ
ることがある。
 [語例] cja:=u（茶を），ki:=u（木を），tsï:=u（乳を），※sjo:re:=u（奨励を），po:=u（蛇を（塩川））






宮古島市狩俣）では kïnnu（< kïn=ju），水納島方言 kinnu（< kin=ju）となる（来間，狩俣方言については野原
（1998）より）。なお下地（2012）では，水納島方言の語末音が [m]である場合の融合現象について今後の課
題としていたが，その後の調査によって [n]と同様の形式になることを確認した（ex. annu（< am=ju「網を」）。
これは，崎山（1962）ですでに指摘されているように，多良間島方言と異なり，水納島方言では /N/と /M/
が対立していないことによると考える。
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・末尾音が短母音ï，uの場合，基本的に[j]の脱落，融合による長音化が生じる。
 [語例 ] ka:sü:（菓子を（< ka:sï=(j)u）），ïzu:（魚を（< ïzu=(j)u））
・末尾音がLの場合，基本的に[j]の脱落，融合による促音化が生じる。
 [語例 ] tuqru（鶏を（< tuL=(j)u））
なお，上記の出現形式は 1人称単数代名詞 aN，baN，指示代名詞 kuL類にはあてはまらない。
前者では義務的に [j]の脱落と融合による長音化が生じ，後者では基本的に [j]の脱落と融合によ
る長音化が生じる。
（15）  we:,   ki:=nu  pa:=gami=mai,  anu:ba:  kasjakasja=ti:=du   buL=dara:na.
   間投   木=の  葉=まで=も    私をば  カシャカシャ=と=ぞ  いる=だろう
   ほら，木の葉までも私を「カサカサ」と呼んでいるじゃないか。
（16）  hai,   banu:=du  we:  kaNsji:    kacïmi:  buL.
   間投   私を=ぞ   間投  あのように   掴んで  いる
   ねえ，（何かが）私を，ほらこのように掴んでいる。
（17）  ki:=nu ni: sjura=u,  ida=du  ni:,  ida=du  sjura=ti:, kuru:  bakasji:,  nu:sjiru.
   木=の 根  先=を  どこ=ぞ  根  どこ=ぞ  先=と  これを  分かして  のせろ




（18）  mugicja:=u cuqfi:  ukadaka:    naraN.
   麦茶=を   作って  おかなければ   ならん
   麦茶を作っておこう7。
（19）  nama sjozjo,   zju:su:ba    numaN.  cja:=ju=du nuM.
   今   処女{娘}   ジュースをば   飲まん   茶=を=ぞ  飲む
   最近（の）女の子（は），ジュースは飲まない。お茶を飲む。
また，ju格に係助辞 -duが伴う場合も数例だが現れている。いずれも肯定文に現れており，用例
19と同じく対比強調されている。
（20）  ara,   ukï:na:=ja, sji:mi:=ju=du,  seidai=N  sï:.
   間投   沖縄=は   清明=を=ぞ    盛大=に   する
   あら，沖縄は，（十六日祭ではなく）清明（祭）を盛大にする。
7 文末の ~daka: naraNについて，現代日本語共通語の「～（し）なければならない」に対応する形式であるが，
必ずしも強い義務性は伴われていない。
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（21）  sjo:miN=ju=du ke:   ki:  ukïtaka:,
   素麺=を=ぞ    買って  きて  おいたら
   （お面ではなく）素麺を買ってきてあったら，
b．移動をあらわす動詞述語の補語となり，経由するトコロをあらわす。なお，ba格にこの用法
は現れていない。
（22）  kunu micü: masu:gu  wa:Ltaka:,    jakuba:  uma=N aL.
   この   道を  真っ直ぐ  いらっしゃったら  役場は  そこ=に  ある




（23）  uma=Nka wa:ri:      panasï=gama=uba sjuda:,  Mme:.
   そこ=に   いらっしゃって   話=指小=をば    したら  もう
   そこにいらっしゃって話をして，もう。
（24）  jakizakana=u sji:,  umucu=N  jakiqti:.
   焼き魚=を   して  焚き火=に   焼いて
   焼き魚をして，焚き火で焼いて。
（25）  aNta=ga   futa:L=du uipïtu butaL.  Mme sumïnasü:   sji:.
   私たち=が   2人=ぞ   老人  いた   もう  済み(？)生しを  して
   （運動会に）私たち 2人（だけ）年寄り（は）いた。もう高齢出産をして。{note．子供の
運動会で，高齢の母親が自分と話題の女性の 2人だけだった，ということ。}
（26）  nama=mai aNsji:=du    bu[L,  gabjo:=uba  sji:.
   今=も   そのように=ぞ  いる   痩せ=をば   して






（27）  uL=ga  tubïkïM=ba  nusumi: wa:ri:,   kakigu:       sji:  wa:LtaL=ti:.
   それ=が  飛び着物=ば  盗み   なされて  大事にしまうことを  し 　なされた=と
   （里主は）その娘の羽衣を盗みなさって，隠しなさったそうだ。




（28）  sji:   mata kuL=N=ja  sjiqpai=ba sji:  ne:N=ti:.
   して   また  これ=に=は   失敗=ば   して  ない=と
   それでまた，この考えも失敗をしてしまったそうだ。
（29）  ïzï=mai tuL=ba sji:,
   魚=も  取り=ば  して








（30）  mї:gï=nu cïnu=N=ja ta:ragu:=ju sjagiru.  pïdaL=ni=ja  cïga=u   sjagiru.
   右=の  角=に=は  俵殻=を   下げろ  左=に=は   一升枡=を  下げろ
   右の角には空き俵を下げろ。左には一升枡を下げろ。
（31）  haihai, uru:ba:   qva=N   qfidaka:    baN=ja  tau=N=ga qfï  gumata=ga.
   間投   それをば  あなた=に  くれなかったら  私=は  誰=に=か  くれる べき=か
   さあさあ，それはあなたにあげなければ，私は誰にあげるだろうか。{note．反語。}
b．受身文や使役文で，動作の主体をあらわす補語となる。
（32）  kïnu:=du du:=nu    nika=nu kuruma=N  panirari:  sïnitaqro:.
   昨日=ぞ  胴{自分}=の  猫=の  車=に    はねられて  死んだよ
   昨日私の猫が，車にはねられて死んだよ。
（33）  Nna  qva=ga   azja=N  nu:=mai ke:   ki:  fa:sja=ti,    ï:taL=ti:.
   間投   あなた=が  兄=に  何=も  買って  来て  食わせよう=と  言った=と 
8 ba格をとって動詞 sï:（する）とくみあわさる名詞のタイプについては，ju格と合わせ別途考察が必要である。
下記のような用例も現れており，明らかな動作性を持つ名詞に限られていないことがわかる。
cf 3. unu   ina=gama: {中略} adaNjama=Nka=Nke:  piNgi:,  uma=Nka=u ja:=ba sji:,
 その  犬=指小は    {地名}=に=へ     逃げて  そこ=に=を  家=ば して
 その犬は{中略}アダン山へ逃げて，そこを住みかにして，
234 下地賀代子／国立国語研究所論集 7: 227–249 (2014)




（34）  aNsjiqti:  kunu pїto:  mida mi:=ja  m:N   sїma=N cїkїba=du,
   そうして  この  人は  まだ  見て=は  みない  島=に  着きば=ぞ
   そしてこの人はまだ見たことのない島に着くと，
d．場所名詞に後接し，動作や状態の成り立つトコロをあらわす状況語となる。
（35）  qva:    parami: buLba,  saNgacїsjanicї=N buduLpama=N buduri:  utusji: sutiru.
   あなたは  孕んで  いれば  {行事名}=に    踊り浜=に    踊って  落として 捨てろ
   あなたは（司家の神様の子を）孕んでいるから，三月シャニツに踊り浜で踊って落として
捨てなさい。
e．主にトキを指し示す名詞に後接し，動作や状態が成り立つ状況をあらわす状況語となる。
（36）  seiteN=ba sjiqti: atu=N,  kuma:kumanu, iLkikufumu=nu,  atabakaL=N
   晴天=ば   して  後=に  細々の     うろこ雲=の    少しの程=に
   idiqti:, mata sugu  suke:Ltaka:  sugu  amigata.
   出て   また  すぐ  散ったら   すぐ  雨方
   晴天の後に，細かいうろこ雲が急に出て，またすぐ散ったら，すぐに雨模様（になる）。
f．述語の指し示すコトガラの，原因や理由をあらわす状況語になる。
（37）  ure    go:kaku, ataL=ti:. unu  sju:=ga    ukagi=N=[ju.
   それは  ゴーカク  COP=と  その  主{祖父}=が  おかげ=に=よ
   それは合格だったそうだ。そのおじいさんのおかげでね。
g．形式的な動詞 naL（なる），sї:（する）などとくみあわさり，変化の結果や様子などその実質
的な内容を担う。
（38）  pa:isja,  mo:ke:. mo:ke=N   nari:L.
   歯医者  向い   向かい=に   なっている
   歯医者（は）向かい。（あの家の）向かいになっている。
（39）  akamaza ni:qti:, onigiri=N  sji:,  mutasïtaL=dara:.
   赤飯    煮て  オニギリ =に  して  持たせた=だろう
   赤飯（を）炊いて，おにぎりにして，持たせたでしょ。
 下地賀代子／国立国語研究所論集 7: 227–249 (2014) 235
h．mi:L（見える）など知覚をあらわす動詞とくみあわさって，その認識の内容をあらわす。
（40）  aga   aN=ja  ifucu=N=ga   mi:[L.
   間投   私=は  いくつ=に=か   見える





（41）  ure    nubasji:=ga  Nda=kara=ga,  aqzja=Nke: kumarazï:=ga.
   それは  どうして=か  どこ=から=か   畦=へ   入ろう=か
   これはどうやって，どこから，畦へ入ろうか。
（42）  uibe: ucï=Nke:=du buriL.
   指は   内=へ=ぞ   折れる
   指は内側へこそ折れる。{note．何かある時は親兄弟身内のことから考える，という意の諺 }
b．直接対象の移動先や動作のあいてなど，動作の間接的な対象をあらわす補語となる。
（43）  baraguru:, {中略}  kuma:kuma  kïsiqti:, uL=Nke:,  ma:sjumizü:  kakitui,
   藁を         細々     切って  それ=へ   塩水を    かけて
   藁を，{中略} 細かく切って，それへ塩水をかけて，
（44）  kuru:  qva=Nke:  qfizї:.
   これを  あなた=へ  くれよう
   これをあなたへやろう。
c．述語動詞の指し示す働きかけを受けた対象の，変化の結果の状態をあらわす状況語になる。
（45）  upugi:=gama=na=nu   munu:=du   aNsji:   ju:cu=Nke:  bari:   jaki 　ukï=do:.
   大きそうな=指小=な=の  ものを=ぞ   そのように  4つ=へ    割って  焼いて　おく=よ
   大きなものを，そのように 4つに切って焼いてあるんだよ。
d．動作性を持つ名詞に後接して，移動の目的をあらわす状況語になる。
（46）  bikiduM=nu sїgutu=Nke:, tubїtika:,
   男=の    仕事=へ    飛んだら
   夫が仕事へ行ったら，





（47）  tarama=nu pїtu=nu=du,  me:ku=kara  muduL ba:=N,
   多良間=の  人=の=ぞ   宮古=から   戻る   場合=に
   多良間の人が，宮古から戻るときに，
b．移動をあらわす動詞を述語とする文で，経由するトコロをあらわす補語となる。ju格にも見
られる用法である（注 17も参照）。
（48）  tauka: junagata=nu  micï=kara aLkïtaka:  utuqra:L.
   1人   夜=の    道=から   歩いたら  恐ろしい
   1人（で）夜の道を歩いたら怖い。
c．直接対象の移動元やもちぬしなど，動作の間接的な対象をあらわす補語となる。
（49）  e:bïgu:=nu  naka=kara munu:=du  turi:L.
   アワビ=の   中=から   ものを=ぞ   取っている
   アワビの中から中身を取ってある。
（50）  oba:=kara   nu:=ju=ka naru:buqsa:L=ti:.
   おばー=から  何=を=か  習いたい=と
   おばーから何か習いたいって。
d．述語の指し示す動作の空間的・時間的な起点，契機となるコトガラをあらわす補語となる。
（51）  pama=Nke:  tauka:  isjugi:  buL,  junasu:,  cibi=kara  abiL  pїtu=nu　buL.
   浜=へ    1人   急いで  いる  ユヌスを  尻=から   呼ぶ  人=の 　いる
   浜へ 1人急いでいるユヌスを，後ろから呼ぶ人がいる。
（52）  mazu pazїme: rju:=nu  kutu=kara naru: ba:.
   まず   始めは  龍=の  こと=から  習う  場合
   （占者に）まず始めは龍のことから尋ねた（という）ことだ。
e．述語の指し示す動作の，手段や材料をあらわす補語となる。
（53）  haruko=ga=du, kuruma=kara sja:ri:  ikazï:.
   ハルコ=が=ぞ   車=から    連れて  行こう
   ハルコが，車で連れて行くだろう。
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（54）  to:fu:  mami=kara  cuqf ï
   豆腐は  豆=から    作る
   豆腐は豆から作る。
2.8 tu格
　補語となり，共同作業や相互的な関係のあいてなど，間接的な対象をあらわす 9。
（55）  oto:=tu=du   icjafu  ari:,  icjafububama=du  naL=ti=nu  ba:=sja:mi:.
   オトー=と=ぞ   いとこ  COP  いとこおば=ぞ   なる=と=の   場合=さ





（56）  muti:  butaL izjara=sji:  tura=nu zju:=ja  nagïkïsi:,
   持って  いた  鎌=で   虎=の  尾=は  薙ぎ切って
   持っていた鎌で虎の尾を薙ぎ切って，
（57）  zju:zju:  mïsïta:L=sji: iki:,   kacumi: mi:,
   間投    3人=で    行って  掴んで  みよう
   さあさあ，3人で行って，掴んでみよう。
（58）  sjaki=uba: maï=sji:=du  cuqf ï.
   酒=をば   米=で=ぞ   作る
   酒は米で作る。
（59）  sjitai, qva=ga   uNmei=ja kju:=sji: pariqtaM.
   間投   あなた=が  運命=は   今日=で  晴れた
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（60）  sa:,   usï=gama, sa:  ba=ga maqvuL, ja:=gami niNgakiN pari:   qfiru
   間投   牛=指小   間投  私=が 守り神  家=まで  念掛けに  走って  くれ
   さあ，牛よ，さあ私の守り神（よ），家まで一生懸命走ってくれ。
（61）  sjicizi=game: ku:zï:.
   7時=までは   こよう
   7時までには来る（よ）。
3. 〈道具，手段〉をあらわす新たな格形式― ni:格











（62）  izara=ni: fukü: gasugasu=ti:  kïsiqti:-=ja nu:ma=u  sa:ti,   aLkasïaLkasï.
   鎌=で  茎を  ガスガス=と  切って=は  野馬=を   さっと  歩かす歩かす
   鎌で茎をガスガスと切っては，馬をどんどん歩かせる。
（63）  taramafucï=ni:  panasji  wa:ri.
   多良間口=で   話し   なされ
   多良間方言でお話し下さい。
（64）  “o:”=ti  muqtui  iki:   nakada=Nka miutu=ni: unu  usü:  ma:sji:,  
   間投=と  持って  行って  台所=に    夫婦=で   その  臼を  回して
   「はい」と（石臼を）持って行って台所で夫婦でその臼を回して，
b．モノの移動先や動作の向けられるあいてなど，間接的な対象をあらわす補語となる。ここか
ら以下の用法はいずれも N格と重なっている。
10 用例 24に現れている umucu=N（焚き火に）は手段の用法と捉えられるが，このような用例はこの 1例の
みであり，翻訳法による調査ではみとめられなかった。また津波古（1979）でも，-nを与格（あいて格，あ
りか格，しどころ格）として，-ni:を，-ʃi:と共に具格（てだて格）として挙げている。
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（65）  aNti,  kunu pagï=u  kuma=ni:  nu:sïtaka:  kuNsji   fuguM.
   それで  この  脚=を  ここ=に   のせたら  このように  くぼむ
   それで，この脚をここにのせたらこんな風にくぼむ。
（66）  nara=ga upuMnukasja:, muti   wa:ri   unu  futa:L=ni: kaqvasi: ucïkiqti:,
   自分=が  大簑笠は    持って  なされて  その  2人=に   被せて  置いて
   自分の大きな蓑笠を持ちなさって，その 2人に被せて置いて，
（67）  aN=ni:  Nna:, nu:=ti=ga  ï:taL,  haruko:,  aruba   mida qsaN=na=ti:.
   私=に    間投  何=と=か  言った  ハルコは  あれをば  まだ  知らん=な=と
   私に，ええと何と言った，ハルコ（が），あのことはまだ知らないねと（聞いた）。
c．場所名詞に後接し，存在動詞，移動をあらわす動詞を述語とする文においてヒト・モノのあ
りかや移動の到達点などをあらわす補語となる。
（68）  ja:=kara Mme, kanu to:[mi,  kama=ni:  idi:  Nna,
   家=から  間投  あの  遠見   あそこ=に  出て  間投
   家からもう，あの遠見台（ね），あそこに出て，ええと，
（69）  uine:cïzï=ti:,  kanu: MtabaLugaM=nu,  kusï=nu  kata=ni:,  udakinu   cïzï=nu aL.
   {地名}=と   間投  土原御願=の     腰{後}=の  方=に   その高さの  丘=の ある
   ウイネー丘って，あの，土原御願の後ろの方に，大きな丘がある。
d．動作や状態の成り立つトコロをあらわす状況語となる。
（70）  ke:   kama=nu,  gagïna=ni:=du,  upuganu   sji:niN=nu nini:  buLruga,
   間投   あそこ=の  芝=に=ぞ    その大きさの  青年=の   寝て  いるが
   ほら，あそこの芝生に，大きな青年が寝ているけど，
（71）  unu   ki:=ni:,  Nna  kigai=ba  sji:,
   その   木=で  間投  キガエ =ば  して
   その木で，着替えをして，
e．トキを指し示す名詞に後接し，動作や状態が成り立つ状況をあらわす状況語となる。
（72）  agai  nama:,  me:   buL=ga=jara nu:=ga=jara=nu,  =daki=nu, jasjai=nu=mai=du,
   間投   今は   生えて  いる=か=やら  何=か=やら=の   =だけ=の  野菜=の=も=ぞ
   pïtui=ni: naL  nari:L   gumata=na,
   1日=で  実   なっている  べき=な
   おや，今芽吹いているかどうかというだけの野菜が，1日で実（が）なっているものなのか，
f．述語の指し示すコトガラの，原因や理由をあらわす状況語になる。
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（73）  sji:du,  uNsjuku,  mausji=ga kï:mai=ni:, bikiduM=nu ja:=ja, ujaki=N nari:.
   それで  うんと   {人名}=が  福徳=で   男=の    家=は 裕福=に  なって
   それで，モーシの福徳で，夫の家はうんと裕福になった。
　このように，ni:格には現代日本語共通語のニ格からデ格にまたがる用法が見られ，N格と大
きく重なっていることがわかる。だが，N格には aの道具や手段をあらわす用法がなく，またそ









（74）  sjake: maï【=ni:／=sji:／=kara】=du  cïqf ï.
   酒は   米=で=ぞ          作る
   酒は米で作る。
（75）  kuruma【=ni:／=sji:／=kara】 Mkai=ga  kuqzjiba,  mati:ri=jo:.
   車=で          迎え=に   来ようば  待っておれ=よ
   車で迎えに行くから待っていなさいよ。
（76）  uja=ga  ti:=N  kakaL=juqra:,   du:【=ni:／=sji:／=kara】  sïM=do:
   親=が  手=に  かかる=よりは   胴{自分}=で       する=ぞ





（77）  fudi【=ni:／=sji:／*=kara】 zï:=ju kakïtaL.
   筆=で         字=を 書いた
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（78）  nabi【=ni:／=sji:／*=kara】 ju:=u fukasji.
   鍋=で         湯=を 沸かせ
   鍋で湯を沸かしなさい。
（79）  kanu qfa:  hadasji【=ni:／=sji:／*=kara】 ma:ri:L.
   あの   子は  裸足=で          回っている
   あの子は裸足で（あちこち）歩き回っている。
また「原因」の用法では ni:格をとるのが普通であり，sji:格を用いるとやや不自然な文に，kara
格を用いると全くの非文になる。なお，この用法は N格によってもあらわされる（用例 37参照）。
（80）  kadi【=ni:／△=sji:／*=kara】=du bo:sji=nu  tubitta.
   風=で=ぞ           帽子=の   飛んだ
   風で帽子が飛んだ。
このように，いずれの用法にも用いられる ni:格に対し，sji:格，kara格には用法の制限があるこ
とがわかる。これは「変化」の観点から説明することができる。まず，用例 74～ 76では kara


















cf 4.  sambasji=Nka funi=nu buL.
  桟橋=に    船=の  いる
  桟橋に船がいる。






ni:格 ○ ○ ○
sji:格 ○ ○ △
kara格 ○ × ×













（81）  ida=Nka buL=ga. ida=N=ga,  we:,  ××ja:=N[ka,  kuma=N[ka.
   どこ=に  いる=か  どこ=に=か   間投  [屋号]=に    ここ=に
   どこにいるか。どこに，えー，××家に？（それとも）ここに？ {note．滞在先を尋ねている}
（82）  iki:    mi:taka:=du, kugani=nu kami=Nka iqpai   aLba,
   行って  みたら=ぞ   黄金=の   甕=に   イッパイ   ありば
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（83）  uma=Nka wa:ri:      panasï=gama=uba sjuda:,  Mme:.
   そこ=に   いらっしゃって   話=指小=をば    したら  もう
   そこにいらっしゃって話をして，もう。
（84）  qsïtuL Mni=nu, {中略}  paLmatamadara=ga zï:=Nka ki:,  juke:,  buLba=du,
   白鳥   群れ=の      {人名}=が      地=に  来て  休んで  おりば=ぞ





（85）  unu   isjiusu=ja  katamitui, iM:ke:  uri:,   funi=gama=Nka nu:qsjiqti:,
   その   石臼=は   担いで   海へ   下りて  舟=指小=に    乗せて
   その石臼を担いで，海へ下りて，舟に乗せて，
（86）  bu:=ju Mmi:  magu=Nka    ïziL.
   麻を   綯って  {かごの一種}=に   入れる
   麻を綯ってかごに入れる。{note．茅で丸く編んで作られるかごの一種。}
（87）  ara   Mme, upuginu nabi=Nka mizü: fukasji:   wa:ri
   間投   もう  大きな  鍋=に   水を  沸かして  なされ
   ではもう大きな鍋に水を沸かして下さい
（88）  kamadu=Nka umacu:  tacïkiL.
   かまど=に   火を   焚きつける
   かまどに火を焚きつける。
d．述語の示すデキゴトについて，その成立するトコロをあらわす状況語となる。
（89）  sju:=ja    icïmai  urazja=Nka=du nini:  wa:LtaL.
   主{祖父}=は  いつも  裏座=に=ぞ    寝て  いらっしゃった



















（90）  ara   kunu zju:=ba  urusji:,   kunu zju:=sji:, ana=Nka=u  sjadami: mi:=na:,
   間投   この  尾=ば  下ろして  この  尾=で  穴=※=を   定めて  みよう=な
   じゃあ，この尾を下ろして，この尾で，穴を定めて探ってみよう，
（91）  ja:=Nka=uba: icïmai  kicïgiN sjiru.
   家=※=をば   いつも  綺麗に  しろ
   家はいつもきれいにしなさい。
（92）  jarabi=nu=du paL=Nka=u  mata aLki:  ukï.
   童=の=ぞ   畑=※=を   また  歩いて  おく




まる」トコロともなっている（注 8の cf 3も参照）。すなわち，ju格と重なる場合と同じく，そ
の名詞（語幹）は空間，範囲を指し示す名詞に限られている。よって例えば，先に挙げた用例







cf 5. Nna=u  sjaukïtui,   unu  gama=u=kara  nuNdi:  Mme,
 縄=を  引っ張って  その  洞窟=を=から  出て   もう
 縄を引っ張って，その洞穴から出てもう，
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（93）  e:,   pa:ma=Nka=Nke: iki:   sja:ri   iki   asïbasï=sja:mi:,  sji:.
   間投   浜=※=へ     行って  連れて  行って  遊ばす=さ    間投
   えー，浜へ行って，連れて行って遊ばせるさ，そうよ。
（94）  nakada=Nka=Nke:  sïnubikumi:, unu  isjiusü:  nusuMtui iM:ke:  uri:,
   台所=※=へ      忍びこんで  その  石臼を  盗んで   海へ   下りて
   台所へ忍び込み，その石臼を盗んで海へ下り，
（95）  kami=u o:gasjiqte:, uL=Nka=Nke:  mï:   Msju:  ïzitaL.
   瓶=を  仰がして  それ=※=へ    新しい  味噌を  入れた








（96）  paL=Nka=nu,  Mta=Nka=kara uNsji    muiL.
   畑=に=の    土=※=から    そのように   生える
   （地海苔は）畑の，土からそのように生える。
（97）  tiN=kara=nu qfu  fumu=Nka=kara,  kanigagї=nu uri:   ki:,
   天=から=の   黒い  雲=※=から     金鉤=の    下りて  来て
   天からの黒雲から金鉤が下りてきて，
（98）  sju:=ja    pama=Nka=kara=du aLki:  wa:LtaL.
   主{祖父}=は  浜=※=から=ぞ    歩いて  おられた









cf 6. pï:tiL=Nka=u        aLkïtaka:  pïmakï=du   sï:.
 日の照っているさま=中，内=を  歩いたら  日負け(？)=ぞ  する
 （こんな）日差しの中を歩いたら日焼けする（ぞ）。
   7. pï:tiL(=Nka)=kara         aLkïtaka:  pïmakï=du   sï:.
 日の照っているさま(=中，内)=から   歩いたら  日負け(？)=ぞ  する
 （こんな）日差しの中を歩いたら日焼けする（ぞ）。



















（99）  uma=Nka=nu  jumi=gama:, paL=Nke: tubi:[L.  aNga:.
   そこ=に=の     嫁=指小は   畑=へ   飛んでいる  姉
   そこの嫁は，畑へ行っている？姉さん。　<そこに【いる】嫁 >
（100）  upudatiMniazï=nu,  takaramunu:ba:,  kanuju:=Nke:=nu cïcïtu=ti:,
   {人名}=の      宝物をば     あの世=へ=の    土産=と
   大立峰按司の宝物を，あの世へのみやげと，　<あの世へ【持っていく】みやげ>
（101）  unu   ba:=N,  unu  sïbuL=kara=nu, idi　 mizï=nu,
   その   場合=に  その  冬瓜=から=の   出る  水=の
   その時，その冬瓜からの出水が，　<冬瓜から【出る】水 >
（102）  baN=ja, tujumiganasï=nu  puka=N=ja, Nna  muqtu  aNsji:   pïtu=tu=nu
   私=は  {人名}=の     外=に=は   間投  全く   そのように  人=と=の
   kaNki:=ti:=ja ne:Nsjuga,
   関係=と=は   ないが
   私は，豊見親様の他には，そのような他人との関係は全くないけど，　<人と関係【する】>
19 本研究の立場からすべて「格助辞」と読み替えるものとする。
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（103）  bikiduM=nu Mme:  tacï=ni:=nu  tatakai=u   sïtaL.
   男=の    複Nは  太刀=で=の   タタカイ =を  した
   男たちは太刀での戦いをした。　<太刀で【戦う】>
（104）  kutuba=nu,  kutuba=daki=sji:=nu orei=ti:=ja,  karugarusji:  ari:,
   言葉=の    言葉=だけ=で=の   オレイ =と=は  カルガルシイ   COP
   言葉の，言葉だけでの御礼とは，軽がるしいから，　<言葉だけでお礼【する】>
（105）  cju:o:bjo:iN:=mai, jozi=gami=nu {中略}  ro:ziN=nu Mme asubasï  munu=mai　aL.
   中央病院に=も   4時=まで=の      老人=の   複N  遊ばす  もの=も  ある
   中央病院にも，4時までの，{中略 } お年よりたち（を）遊ばせるものもある。{note.「もの」
=サービス }　<4時まで【遊ばせる】サービス >









（106）  o:kami=mai  sje:   sja:ru: kacimitui, utiNkasjamaN=ti:  pïki:.  naka=Nka=kara:
   狼=も    急いで  猿を  掴んで   落ちこませないと   引いて  中=※=からは
   sja:ru=nu  zju:=sji:, tuNdi:  ku:=ti   sïba,
   猿=の   尾=で  飛んで  来よう=と  しば
   狼も慌てて猿を捕まえて，落ちさせないと引いた。中からは（泥棒が）猿の尾で飛び（出
て）こようとするから，{note．尾を引っ張っているということ }
（107）  muguri: iki:,   unu  taku=nu mi: basji=Nka=Nke: sji:gu:  tatakïNki:,
   潜って  行って  その  蛸=の  目  間=※=へ    小刀=を  叩き込んで
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主体の移動先は海の「中」である。
（108）  paL=kara  iM:ke:（< iM=Nke:）  uritaL.
   畑=から   海へ         下りた
   畑から海へ行った。
（109）  isjiabana=kara      iM:ka=Nke:（< iM=Nka=Nke:）  uritaL.
   海中から出ている岩=から  海※=へ            下りた






























































































A Reconsideration of Case in Tarama (South-Ryukyuan): 
Focusing on -ni: and -Nka Forms
SHIMOJI Kayoko
Okinawa International University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
Prior studies, including my previous arguments, have asserted that there are 12 to 14 case 
forms in the Tarama dialect: -Ø, -nu, -ga, -ju, -ba, -ni, -tu, -sji:, -kara, -Nka, -Nke:, -gami (-juL, 
-ti:). However, because of a reconsideration of Tarama case, it is necessary to recognize a new 
instrumental case form -ni:. Previously, this case form had been included under the case particle ni. 
I also propose that Tarama has two varieties of the form -Nka: the first being a case particle, and 
the other a derivational suffix that attaches the lexical meaning “inside” to nouns. With these two 
points in mind, I use this paper to provide a reanalysis of case in Tarama.
Key words: Ryukyuan, Tarama, case form -ni:, two type forms of -Nka
